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ラークスパーの播種時期が生育 と開花 に及ぼす影響
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1は じ め に

ラークスバーは千鳥草とも呼ばれ,青から自, ビン
クなど豊富な花色,一重と八重の花型,そ して一本立
とスプレーの草姿をもつ多様な花である。この花は、

以前にデルフィニウムと同じ属の植物として取り扱わ

れていた 1年 草であり,そ の生理・生態はデルフィニ

ウムと類似すると考えられるが,デルフィニウムより
も開花までの期間が短く,ロゼット性が弱い。このこ
とは,施設の占有期間や開花調節のし易さの点で大き
なメリットと考えられる。

そこで,青森県におけるラークスパーの作型開発を

日的に,ホ ット試験によって,播種時期が生育と開花
に及ぼす影響について,い くつかの知見が得られたの

で報告する。

2試 験 方 法

(1)播種時期が生育と開花に及ぼす影響
`サ ンシャインブルー'と `ブルークラウド'の 2

品種を供試した。栽培は,最低温度 15℃ ,自 然日長
のガラス温室で行った。2003年および 2004年 の 3月

31日 から翌年 3月 2日 まで 8週間毎に,育苗用上を
入れた 128穴セルトレーに播種した。鉢 Lげは,2003

年は播種 8週後,20∝ 年は播種 4週後に,4号ホリホ
ットに鉢上げした。鉢上げには,基肥をN:P=0,:(0‐
4211360420mノ Iの割合で加えた黒ボク土主体の用土を

用いた。供試数は区当たり 18株 とした。播種 4週後
に発芽率と展開本葉数 (育苗葉数)を ,開花時に形態
的特徴 (草 丈,主花穂長,主花穂の小花数,側枝数 (lcm

以上の長さのもの))を 調査した。

(2)温度と発芽率の関係

(1)と 同一の品種を供試した。2003年 3月 10日 に

シャーレに蒸留水で湿らせた濾紙を敷き,その上に 50

粒の種子を播種したものを 3反復設けた。処理は温度

勾配恒温器を使用し,10,15,20,25お よび 30℃ の
恒温・暗黒条件で行つた。発根したものを発芽とし,3

～ 4日 毎に発芽率を調査した。

13)日 長時間と育苗葉数が抽苔に及ぼす影響

日長時間の調査には,(1)と 同一の品種を供試した。

2004年 1月 5日 に,(1)と 同様の方法で播種し,8週
後に 4号ホリホットに鉢 Lげ した。処理には自色蛍光

灯で照明した人工気象室を使用した。日長は 8,12,16

時間とし,光条件は光量子を約 400μ mo1/s/m:で 用いた。

温度条件は,明期を 25℃ ,暗期を 15℃ とした。区当
たり 18株を供試し,処理 2週後と 4週後に抽苔率を
調査した。

育苗葉数の調査には,`サ ンシャインブルー'と `

サンシヤインカーマインローズ'の 2品種を供試した。

2005年 6月 16日 から6月 30日 まで 1週間毎に,(1)

と同様の方法で播種した。7月 21日 に展開本葉数と

抽苔率を調査した。

3 試験結果および考察

(1)播種時期と温度が発芽率に及ぼす影響

温室での発芽率には,播種時期による統計的な差異
はみられなかった (図 1)。 しかし,7月 21日 播種で

大きく低下し,こ の時の平均温度は 25℃ を超えてい

た。恒温器での発芽は概ね 10～ 14日 で揃い,発芽率
は 25℃以上で極端に低くなった (図 2)。 このことか

ら,播種適温は 10℃～ 20℃ の範囲と考えられ,気温
が高くなる 6月 から8月 の播種は不適と推察された。

(2)日 長時間と育苗葉数が抽苔に及ぼす影響

日長時間を変えたときの抽苔率は,16時間で高く,8

時間で低く推移した (図 3)。 抽苔は,短 日条件で完
全には抑制されなかった。

長H期 に育苗葉数が抽苔に及ぼす影響を調べたとこ

ろ,葉数 3枚程度で 25～ 40%の抽苔がみられ,葉数 1

枚時から抽苔し始める傾向が認められた (図 4)。 こ

のことから,ラークスパーは早期抽苔しやすい植物で

あることが確認された。

(3)播種時期が開花時期および開花形態に及ぼす影響

播種時期を変えたときの播種から開花までの期間

は,5月 26日 播種で約 70日 と最も短く,H月 10日
播種で約 160日 と最も長かつた (表 1)。 9月 15日 播

種は開花時期が集中せず,最初の開花から最後まで 3

～ 4ヶ 月の期間を要したが,他の時期ではほぼ lヶ 月

前後となった。

播種時期が開花時の形態に及ぼす影響をみると,草
丈は 5月 26日 と 7月 21日 播種で著しく短くなった

(表 1)。 その他においては,播種時期による統計的
な差異は認められなかつたが,主花穂長,小花数およ
び側枝数は 3月 3:日 ～ 7月 21日 播種で減少すること

が多かった。このことから,3月 下旬から 7月 播種に

かけては、形態的に劣った草姿になるものと推察され

た。
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生育中の環境要因が開花時の形態等に及ぼす影響を

みると,到花日数は播種後 2ケ 月間の平均日長時間と
負の相関が認められ, 日長時間が長くなるにつれて ,

到花日数が短くなる傾向がみられ (図 5‐A),量的長
日植物の特徴が示された。草丈は,播種後 2ケ 月間の

平均温度と負の相関が認められ (図 5‐B),高温によ
る早期抽台の特徴が顕著に示された。

4 ま  と  め

ラークスパーの発芽率は lo～ 20℃ で高く,約 2週

間で発芽が揃った。温室やハウスで育苗する場合,高
温期に当たる 7月 ～ 8月 は平年気温で 20℃ を超える

ため不適な時期と考えられた。この花成は高温,長 日
条件により促進され,本葉 2,3枚の苗でも抽苔した。

播種時期では 3月 下旬～ 7月 がこの花成促進条件の時

期に当たり,早期抽苔により開花時の形態が劣る傾向
にあった。これらの結果から,青森県におけるラーク
スパーの播種適期は,9月 ～ 3月 上旬と推察された。
この播種期間での開花は,2月 ～ 6月 になるため,播
種時期を変えることにより長期出荷が可能になると考

えられた。
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機種時期による発芽率の変化
セルトレーによる播種4週後の発芽率
データは2∞ 3年および2004年の2品種の平均値
工直線は標準誤差を示す

温  度 (℃ )

図2温度と発芽率の関係
恒こ器での播種,遺後の2品種の平均値

垂直線は裸

"鋏
差を示す

表1播種時期が開花時の形態に及ぼす影響

01234

処理後の週数

異なる日長時間における

抽台率の推移
016時間.● :12時 r.l● 18時間
温度 :明期 ;郎ヽ .暗期 16℃
2品種の平均値.垂直線は標準誤差を示す

3月 31日    93 dc   7月 2日   785 a   178 a
8月 7日   507b   138a
lo月 18日   476 b   169 a

192 a

19, a

13Ю a   84
183 a      53

123 a      47

263 a     77

275 a     86

318 a      86

312 a     100

5月 26日   73 ●
7月 21日    9o dc
9月 15日   149 ab 2月 lo日   763a

11月 lo日   158 a   4月 17日   918 a
1月 5日    128 bc  5月 12日   935 a   214 a

3月 2日    lo5 cd  6月 15日   864 a   185 a
育言葉数 (枚 )

育苗葉数と抽台率の関係
調査:7月 21日 葉数;展開本葉薇
●:サンシャインプルー

ロ|サンシャインカーマインローズ

データは2003年およ●2004年の2品種の平均値
表中の同一英小文字間にはTokeyの多重籠田検定による有意差(5●●L険宰)がないことを示す
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